
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
関
係

１
―
（
財
)
横
浜
市
金
沢
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
設
立

▽
市
文
化
基
金
寄
付
第
一
号

６
―
下
水
道
局
、
第
五
次
下
水
道
整
備
五
ヵ
年

計
画
発
表
。
水
洗
化
普
及
率
を
四
三
％
か
ら
、

六
十
年
度
は
六
三
％
に

８
―
大
岡
川
分
水
路
完
工
式
。
県
市
共
同
建
設

９
―
市
、
一
～
四
等
級
六
七
三
人
の
人
事
異
動

発
令
。
▽
第
二
回
横
浜
上
海
友
好
交
流
促
進
会

議
、
上
海
で
開
幕
（
～
1
1
）

1
1
―
市
と
国
連
共
催
に
よ
る
「
自
治
体
の
都
市

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
横
浜
国
際
会
議
、

来
年
六
月
開
催
決
定

1
2
―
横
浜
生
糸
取
引
所
開
所
三
〇
周
年
祝
賀
会

1
3
―
第
五
回
六
都
県
市
首
脳
会
議
、
東
京
で
開

催
。
▽
細
郷
道
一
中
区
後
援
会
発
足
。
区
内
一

　
一
地
区
連
合
町
内
会
長
全
員
が
役
員
就
任

1
4
1
市
会
五
月
定
例
会
開
会
（
～
2
8
）

1
5
―
横
浜
港
と
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
港
と
の
間
の
姉

妹
港
提
携
調
印
式
。
▽
市
教
委
指
導
一
課
内
に

児
童
・
生
徒
生
活
指
導
セ
ン
タ
ー
設
置

1
6
―
市
バ
ス
ニ
○
円
値
上
げ
一
三
〇
円
に
、
地

下
鉄
初
乗
り
三
〇
円
上
げ
一
二
〇
円
に

1
8
―
助
役
、
第
二
回
上
海
友
好
交
流
促
進
会
議

で
、
上
海
市
に
短
期
駐
在
員
派
遣
決
定
と
発
表

1
9
―
横
浜
駅
東
口
開
発
公
社
理
事
長
に
、
津
田

文
吾
前
知
事
就
任

2
0
―
金
沢
区
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
会

結
成
大
会
。
三
九
サ
ー
ク
ル
参
加
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横
浜
市
関
係

2
5
―
市
民
局
広
報
課
作
成
の
に
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
】
、
書
店
で
発
売

2
7
―
市
会
、
平
塚
市
の
汚
職
事
件
で
摘
発
さ
れ

た
間
組
関
連
議
案
を
撤
回
。
市
会
初
の
ケ
ー
ス

2
8
―
市
会
本
会
議
、
議
長
に
相
川
藤
兵
衛
氏

（
自
民
）
、
副
議
長
に
川
俣
清
一
氏
（
社
会
）
選

出
。
監
査
委
員
葛
谷
一
郎
、
小
池
国
三
両
氏
の

選
任
に
同
意

2
9
―
京
浜
鶴
見
駅
中
心
の
線
路
高
架
化
完
工
式

3
1
―
本
牧
海
釣
り
公
園
入
場
者
三
〇
万
人
突
破

１
―
市
長
、
横
浜
市
新
総
合
計
画
原
案
を
市
会

全
員
協
議
会
に
提
示

２
」
横
浜
開
港
資
料
館
オ
ー
プ
ン

５
―
ほ
ど
が
や
地
区
セ
ン
タ
ー
開
館

６
―
横
浜
市
美
術
館
基
本
構
想
委
員
会
初
会
合

会
長
に
元
国
立
西
洋
美
術
館
長
山
田
三
郎
氏

９
―
鶴
見
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
、
浸

水
被
害
地
図
を
、
四
〇
ヵ
所
で
公
開

1
0
―
市
長
、
横
浜
市
新
総
合
計
画
の
策
定
を
、

横
浜
国
際
港
都
建
設
審
議
会
に
諮
問

1
1
―
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム
、
ほ
ど
が
や
希

望
の
家
開
所
式
。
市
内
初

1
3
―
横
浜
市
新
総
合
計
画
を
討
議
す
る
「
区
民

の
つ
ど
い
」
開
始
（
～
2
7
）

1
5
―
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
自
治
体

の
都
市
づ
く
り
に
関
す
る
横
浜
国
際
会
議
」
実

行
委
員
会
発
足
。
来
年
六
月
九
目
～
一
六
日
開

　
自
治
体
・
国
・
社
会

　
　
　
　
　
　
　

１
―
五
十
五
年
実
質
賃
金
、
万
一
％

減
。
▽
国
税
庁
、
高
額
所
得
者
を
全

国
の
税
務
署
で
公
示
。
一
千
万
円
以

上
は
約
四
三
万
人
。
６
―
平
塚
市
の

学
校
建
設
汚
職
で
、
前
助
役
、
収
賄

容
疑
で
逮
捕
。
７
―
小
金
井
市
長
失

職
。
▽
川
崎
市
長
、
川
崎
駅
東
口
地

下
街
計
画
最
終
案
を
、
市
都
市
計
画

審
議
会
に
諮
問
。
９
―
総
理
府
の
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
国
民
の
意
識
」

に
よ
る
と
、
電
算
機
が
「
侵
害
の
危

険
」
四
二
％
。
1
0
―
愛
川
町
で
町
民

憲
章
宣
言
。
▽
仏
大
統
領
に
社
会
党

ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
当
選
。
1
2
―
町
田
市
、

国
鉄
町
田
駅
に
身
障
者
専
用
エ
レ
ペ

―
夕
―
設
置
決
定
。
1
3
―
境
川
、
引

地
川
の
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事

業
に
基
づ
く
流
域
整
備
計
画
ま
と
ま

る
。
1
5
―
四
月
の
卸
売
物
価
五
ヵ
月

ぶ
り
に
上
昇
。
1
6
―
労
働
省
の
家
内

労
働
調
査
に
よ
る
と
、
一
三
一
万
人

が
働
く
う
ち
主
婦
が
九
割
。
▽
日
米

共
同
声
明
を
め
ぐ
る
問
題
で
伊
東
外

相
辞
任
。
1
8
―
ラ
イ
シ
ャ
ワ
九
九
駐

日
大
使
、
日
本
へ
の
核
持
ち
込
み
認

め
る
。
2
2
―
一
五
千
九
年
県
下
法
人
長

者
番
付
に
よ
る
と
、
二
位
横
浜
銀
行
。

2
4
―
原
子
力
船
む
つ
の
新
母
港
建
設

に
つ
い
て
、
政
府
と
青
森
県
関
根
浜

の
地
元
が
合
意
。
2
5
―
県
情
報
提
供

制
度
検
討
委
員
会
発
足
。
▽
銀
行
法

　
自
治
体
・
国
・
社
会

改
正
案
成
立
。
五
四
年
ぶ
り
。
▽
労

働
省
、
五
十
五
年
労
働
災
害
発
生
状

況
発
表
。
全
被
災
者
約
一
一
〇
万
人
。

2
6
―
自
治
省
、
五
十
四
年
度
国
際
自

治
交
流
実
態
調
査
結
果
発
表
。
延
一

万
一
、
八
〇
四
人
の
公
務
員
、
議
員

が
海
外
派
遣
。
2
7
―
国
会
の
裁
判
官

訴
追
委
員
会
、
谷
合
判
事
補
を
罷
免

訴
追
。
2
8
―
総
理
府
の
五
十
五
年
度

家
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
実
収
人

実
質
〇
・
四
％
減

５
―
難
民
条
約
、
参
院
本
会
議
で
全

会
一
致
で
承
認
。
▽
神
奈
川
中
央
交

通
㈱
創
立
六
〇
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
。
６
１
国
家
公
務
員
の
定
年
制

導
入
法
案
成
立
。
▽
厚
生
省
、
ベ
ビ

ー
ホ
テ
ル
一
斉
点
検
結
果
発
表
。
一

日
当
た
り
一
〇
人
以
上
の
施
設
五
二

三
。
1
1
―
横
須
賀
・
三
浦
両
市
長
選

告
示
。
▽
厚
生
省
の
五
十
五
年
人
口

動
態
に
よ
る
と
、
出
生
率
は
史
上
最

低
の
一
三
・
六
人
。
▽
住
宅
宅
地
審

議
会
、
「
現
行
家
賃
制
度
の
改
善
に

つ
い
て
」
提
言
。
1
3
―
厚
木
市
の
人

口
一
五
万
人
突
破
。
県
下
一
九
市
で

大
和
市
に
つ
ぎ
一
一
番
目
。
▽
厚
生

省
、
五
十
四
年
度
国
民
医
療
費
発
表
。

　
一
〇
兆
九
、
五
一
〇
億
円
、
前
年
比

九
・
五
％
増
。
▽
外
務
省
の
海
外
在

留
邦
人
数
調
査
統
計
に
よ
る
と
、
昨
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７月
催
。
▽
市
五
十
五
年
人
口
動
態
に
よ
る
と
、
出

生
率
一
三
・
七
人
、
死
亡
率
四
・
三
人

1
6
―
市
文
化
基
金
に
個
人
寄
付
第
一
号

1
7
―
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
研
究
第
二
グ
ル

ー
プ
、
「
横
浜
の
産
業
振
興
」
に
つ
い
て
最
終

報
告
。
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
構
想
な
ど
提
言

1
9
―
市
、
県
プ
尺
ハ
ン
ガ
ス
協
会
に
、
「
大
地

震
に
備
え
、
プ
乙
ハ
ン
ガ
ス
遮
断
装
置
を
開
発

し
て
ほ
し
い
」
と
市
長
名
で
要
請

2
3
－
横
浜
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
技
術
研
究
会
、

第
一
次
調
査
報
告
書
で
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
つ
い
て
八
項
目
の
提
言

2
5
―
Ｙ
ｃ
Ａ
Ｔ
株
主
総
会
、
取
締
役
会
で
、
会

長
に
小
野
佐
宇
徳
運
輸
相
談
役
選
出

2
7
―
市
内
の
主
婦
、
市
会
予
算
委
員
会
役
員
へ

の
議
長
交
際
費
か
ら
の
現
金
支
給
に
つ
い
て
、

住
民
監
査
請
求

2
9
―
「
横
浜
市
観
光
振
興
基
本
構
想
」
、
同
構

想
策
定
委
員
会
に
よ
り
ま
と
ま
る
。
ウ
ィ
ー
ク

エ
ン
ド
シ
テ
ィ
《
よ
こ
は
ま
》
実
現
へ
。
▽
西

区
文
化
協
会
設
立
総
会

６
―
横
浜
市
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
事
業
推
進

本
部
（
本
部
長
・
市
長
）
発
足

７
―
横
浜
線
中
山
駅
の
橋
上
駅
舎
化
起
工
式

８
―
横
浜
市
海
外
交
流
協
会
（
会
長
・
市
長
）

設
立
会
議
。
横
浜
市
国
際
交
流
委
員
会
、
横
浜

海
外
技
術
協
力
協
会
、
横
浜
国
際
会
議
場
の
三

団
体
を
統
合
。
▽
横
浜
市
民
文
化
振
興
協
議
会

初
会
合
。
三
部
会
設
置

年
十
月
で
約
四
五
万
人
。
1
6
―
下
水

道
工
事
を
め
ぐ
る
汚
職
事
件
で
、
箱

根
町
職
員
収
賄
容
疑
で
逮
捕
。
1
8
―

五
十
五
年
度
Ｇ
Ｎ
Ｐ
、
実
質
成
長
率

五
・
〇
％
。
▽
国
税
庁
、
五
十
四
年

相
続
税
白
書
発
表
。
遺
産
総
額
二
兆

四
、
三
〇
九
億
円
。
1
9
―
厚
生
省
五

十
四
年
度
社
会
保
障
給
付
費
発
表
。

二
一
兆
九
、
〇
六
六
億
円
で
、
前
年

比
一
一
・
一
％
増
。
2
2
―
横
須
賀
市

長
に
横
山
和
夫
氏
三
選
、
三
浦
市
長

に
野
上
義
一
氏
再
選
。
2
3
―
都
議
避

告
不
。
2
4
―
中
小
企
業
庁
、
「
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
全
国
八
力

所
に
建
設
決
定
。
▽
佐
世
保
市
監
査

委
員
会
、
「
組
合
活
動
の
た
め
の
休

暇
に
公
費
を
支
出
し
て
い
た
の
は
不

当
」
。
2
6
―
五
十
四
年
分
申
告
所
得

税
の
税
務
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
脱

税
業
種
一
位
は
六
年
連
続
で
個
人
病

院
経
営
者
。
3
0
―
五
月
の
完
全
失
業

者
一
三
二
万
人
。
率
二
こ
二
九
％
。

二
・
四
五
％
の
過
去
最
高
に
迫
る

１
―
県
環
境
影
響
評
価
条
例
実
施
。

▽
国
会
に
初
の
女
性
課
長
誕
生
、
２

―
警
察
庁
、
五
月
末
現
在
の
運
転
免

許
取
得
者
発
表
。
四
、
三
八
四
万
一
、

七
〇
二
人
で
免
許
証
適
令
人
口
の
五

〇
・
一
％
。
５
－
都
議
選
、
投
票
率

史
上
最
低
の
五
四
・
二
三
％
。
７
―

大
阪
地
検
特
捜
部
、
電
々
公
社
近
畿

電
通
局
の
不
正
経
理
事
件
で
六
人
を

1
2
―
五
大
都
市
体
育
大
会
（
神
戸
）
で
、
市
は

男
子
総
合
優
勝
、
女
子
二
位

1
3
―
京
浜
急
行
新
駅
誘
致
促
進
の
会
、
京
急
杉

田
駅
と
富
岡
駅
の
中
間
に
新
駅
設
置
を
と
、
市
、

市
議
会
へ
陳
情
。
▽
東
京
湾
環
状
道
路
建
設
促

進
神
奈
川
協
議
会
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
建

設
・
大
蔵
両
省
に
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
建
設
促
進
要

請
。
▽
市
、
五
十
七
年
度
国
家
予
算
編
成
に
対

す
る
要
望
書
ま
と
め
る

1
4
―
第
二
回
ア
ジ
ア
地
域
経
済
交
流
横
浜
会
議

開
幕
（
～
1
7
）
。
ア
ジ
ア
八
力
国
代
表
参
加

2
0
―
市
、
横
浜
市
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
計
画

の
基
本
計
画
発
表
。
対
象
地
域
は
一
八
〇
h
a
。

▽
市
の
中
古
消
防
車
三
台
、
姉
妹
都
市
マ
ニ
ラ

市
に
寄
贈

2
2
―
池
子
接
収
地
返
還
促
進
金
沢
区
民
協
議
会

の
代
表
ら
、
外
務
省
、
防
衛
施
設
庁
な
ど
を
訪

問
し
、
返
還
要
請

2
4
―
横
浜
市
婦
人
問
題
懇
話
会
初
会
合
。
座
長

藤
井
治
枝
さ
ん
、
メ
ン
バ
ー
二
三
人
。
▽
横
浜

港
開
発
計
画
調
査
委
員
会
初
会
合
。
▽
横
浜
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
振
興
委
員
会
初
会
合

2
7
―
市
人
口
。
二
八
〇
万
人
突
破
確
定

2
8
―
横
浜
市
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
事
業
推
進

本
部
第
一
回
会
議
。
四
部
会
設
置
。
▽
企
画
調

整
局
、
「
港
・
横
浜
の
都
市
形
成
史
」
発
売

3
1
―
横
浜
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
創
立
二
五

周
年
記
念
式
典
。
約
二
一
万
人
加
入
。
▽
横
浜

市
下
水
道
事
業
研
究
会
、
中
間
報
告
。
▽
高
校

野
球
県
代
表
に
、
横
浜
高
校
。
二
年
連
続

背
任
容
疑
で
逮
捕
。
７
―
蔵
相
、
一

万
円
、
五
千
円
、
千
円
の
現
行
銀
行

券
の
デ
ザ
イ
ン
、
寸
法
を
全
面
改
宗

し
、
五
十
九
年
秋
か
ら
新
札
へ
切
替

と
発
表
。
８
―
五
十
八
年
二
月
合
併

を
目
指
す
南
足
柄
市
と
足
柄
上
郡
開

成
町
、
合
併
推
進
事
務
研
究
会
を
発

足
。
1
0
―
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会

第
一
次
答
申
。
1
4
―
郵
政
省
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
な
ど
八
社
に
対
し
、
「
緊
急
警
報

放
送
シ
ス
テ
ム
」
実
験
開
始
認
可
。

1
7
―
行
政
管
理
庁
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
研
究
会
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
導
入

を
求
め
る
中
間
報
告
。
2
0
―
県
選
挙

管
理
委
貫
会
、
五
十
五
政
治
資
金
収

支
報
告
を
県
公
報
で
告
示
。
団
体
数
、

純
収
入
額
と
も
史
上
最
高
。
▽
第
七

回
先
進
国
首
脳
会
議
、
オ
タ
ワ
で
開

幕
（
～
2
1
）
。
2
4
―
道
路
審
議
会
「
高

速
自
動
車
国
道
の
整
備
と
採
算
性
に

つ
い
て
」
中
期
答
申
。
2
6
―
自
治
省
、

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
三
月
末
現

地
の
人
口
、
世
帯
数
発
表
。
人
口
一

億
一
、
七
〇
〇
万
九
、
〇
〇
二
人
。

一
世
帯
当
た
り
平
均
家
族
数
三
・
二

二
人
。
▽
厚
生
省
、
五
十
五
年
簡
易

生
命
表
発
表
。
男
七
三
・
三
二
歳
、

女
七
八
・
八
三
歳
。
二
四
年
ぶ
り
に

前
年
を
下
回
る
。
▽
全
国
市
長
会
、

都
市
に
お
け
る
訴
訟
の
係
属
状
況
に

関
す
る
調
べ
発
表
。
六
四
六
市
の
う

ち
五
四
％
の
三
四
七
市
訴
訟
中
。
3
1

―
逗
子
市
長
に
三
鳥
氏
三
選
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